
霧島市立万膳小学校

校長 徳田 賢一

日中はポカポカと暖かくなり，学校周辺の樹木の陰からウグイスのさえずりが
響いてくるのも，もうすぐでしょう。いよいよ年度末，進級という節目の時期で
す。
例年，この時期になると体育館の周辺に孟宗竹の筍が生えてきます。昨年は，

子供たちも筍掘りを楽しんでいました。孟宗竹は一日に最大 119cm 伸びた記録も
あるそうです。その驚異の成長スピードを可能にするのが「竹の節」の存在で
す。
植物の成長点は，一般的には幹や枝の先端部分です。また，ある種の校庭など

に生えてくる雑草の成長点は根の最上部の少し上にあるそうなので，草刈りする
ときは，その成長点を刈り取るように心がけています。竹は節の数だけ成長点を
持っており，その成長のスピードの理由にも納得です。
「竹の節」は人生にたとえられることもあります。数々の学校行事や進級のタ

イミングを次年度につなぐ「竹の節」にしなければなりません。そのためには子
供たちに関わる保護者や教師が，日々の学校生活を振り返らせ，自分たちがいか
に成長したか気づかせることが必要です。
江戸時代初期の陽明学者である中江藤樹が，だめな育て方の典型として「姑息

の愛」をあげています。「姑息の愛」とは，さしあたりの苦労をさせず，子供の
願いのままに育てることです。一見，慈愛のようではあるが，その子はわがまま
になり，鳥や獣と同じようになるとしています。
子供たちは，学年が上がるにつれて，自分でできることが確実に増えていきま

す。その中には，学力や体力と共に，人とつながる力，コミュニケーション力も
あります。様々な問題に出会ったとき，自分で考え解決できることは生きて行く
上でとても大切なことです。
友達と遊ぶ中では小さなぶつかり合いが当然起こってきます。しかし，子供同

士で話し合い，折り合いをつけられることが大事で，そういう経験を積み重ねな
がら，子供たちは，思考力や判断力が身につき，徐々に自立していくのではない
でしょうか。子供たちの力を信じて，時には任せることも大切です。真の愛情を
もって子供たちを育てていきたいものです。
最後になりましたが，本年度，本校教育活動に対しまして保護者や地域の方々

から多くの御理解と御協力を賜りましたことに厚くお礼を申し上げます。次年度
もどうぞよろしくお願いいたします。
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２月６日（火）は，きずな・ふれあい集合学習がありました。

牧園地区の小学校が牧園小学校に集まり，みんなで学習をしたり，運動したり

しました。

人数の多さに，最初のうちは圧倒されていた子供たちも，徐々に打ち解けてき

て，最後は楽しそうに交流している姿が印象的でした。

小規模・複式の学校にとって，いろいろな子供と交流でき，とても有意義な時

間になりました。

きずな・ふれあい集合学習

３月～４月初旬行事予定

朝の活動に表現タイムがあります。合

奏・合唱や音読の発表などをします。

上学年，下学年ともに練習してきた合

唱や合奏を発表してくれました。（上段

の写真２枚）

児童総会（下段写真２枚）も行われま

した。各委員会の１年間の反省や，議題

に沿った話合いがされました。

自分の考えをみんなに伝えたり，友達

の意見をしっかり聞いたりする，いい機

会となりました。

３月

１日（金）お別れ遠足

25日（月）修了式・離任式

ＰＴＡ送別会（昼食会）

４月

８日（月）新任式，始業式

入学式

ＰＴＡ歓迎会（昼食会）

２月

６日（火）きずな・ふれあい集合学習

14日（水）児童総会

15日（木）幼・保・小連絡会

22日（木）家庭教育学級閉級式

学級ＰＴＡ，ＰＴＡ全体会

２月行事


